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河川水文測量
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河川の水源が地下水によって酒養されている事実は

晴天目数が相当期間続いても恋お河川に流水がみられ

ることであきらかである.もちろん流域に分布する地

層の賦存状態および水理状態などによってその規模に

相違があるのは当然であるがこのような現象のために

河川の山間部では下流に至るにしたがって流量が増加し

ていくのがふつうである.

たとえば富土山の北東山麓に源を発する樹11は忍野

八海および月江寺などの湧泉鮮によって河水が酒養され

さらに下流に至るまでに地下水の湧出量が増加し大月

市付近では渇水期になお15が/搬艦度の流量を維持

している.ところが河州が1立澗部を離れてか1ら急にひ

らけた扇状地を流れると下流に翌る談でにいつグ)間

にか河州表流¢)全部が伏没してし凌うような例が少匁く

ない曲っ凄りコ)ような揚含は河川表流が直接地

下水の供給漁となっているというわけである.
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測定法
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したがって1つの河川であっても地層を構成する物

質および堆積環境さらに地表水および地下水放との水

理状態によって地下水が河川水を酒養することもあるし

また逆に河川水が地下水を潤養することもあるという

わけである｡このよう欣現象を明らかにするためには

さしあたり河川表流の伏没鐙あるいは増加量を適確に

把握することが必要であ1つそのためには河川の上流

側および下流側の2断繭でそれぞれ流最測定を行な

い二の胸背を養し引書する方法が採踊される出

こうした流量撹淀を河川夢)､し流から下流に向かって

メ)ねに下流側断面を重複させ枚がら反復測定すると書に

は浦川綱断方向における流量の増減変化が求められる
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ことになる.

地質調査所では河川表流からの地下水供給量の規模

の大小を把握するためにすでに全国60余の河川につ

いてこの種の調査を実施している.

河川の流量はその地点の横断面積と二の流人断

面を通過する平均流速との相乗積から求められる.し

たがってそれにはまず流水断面積と平均流速とを求め

なけれぱたらない.流量測定の実施要領はたるべく流

水が平均に流れている地点を選び流れの方向に対して

直角になるように聞縄あるいは鋼線を張り河川の規模

に応じて水面幅の]/lo～1/20の範囲に適当な等距離の区間

を設ける.そしてこの区間ごとで水深を測定すれば

距離と水深からそれぞれの区間断面積が求められる.

一方流速の測定は流速計を使用し水深を測定

した点で水深に応じて水深の2割8割あるいは2

割4割6割8割たとの深さでそれぞれ測定しこ

れらの結果を2点法あるいは4､点法などで計算して垂直

方向における平均流速を求める.

こうして求めた区間断面積と流速の平均値との相乗積

から区間流量が求められこれら各区聞流量の総和が

その横断面を通過する流量となるのであってふつうそ

の単位はが/secで表わしている.
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